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2023年 4月1日発行

（2023年4月9日配布予定）

ときがわカンパニー合同会社は、2016年1月に設立されました。
設立目的は「ときがわ町に、人が集まり、仕事が生まれる」状態を創ることです。そのために、
「仕事を自ら創り出せる」ミニ起業家を支援し、彼らが活躍する事で、ときがわ町や近隣地域に、
どんどん新たな仕事が生み出され、人が集まってくるような状態を創れればと考えています。
皆さんのご支援よろしくお願いします。

ときがわカンパニー合同会社がやっていること

発行：ときがわカンパニー合同会社 文責：関根雅泰（せきねまさひろ）
住所：355-0343 埼玉県比企郡ときがわ町五明1083-1 電話・FAX：0493-65-5700 （すみません、外出が多い為、留守電に

メッセージをお残し頂ければ、こちらからお電話します。 ただ、メールの方が連絡が取りやすく、ありがたいです。）

URL： https://tokigawa-company.com/ メール：info@learn-well.com 

ときがわカンパニー（同）代表の関根雅泰（せきねまさひろ）です。
月1～2回の頻度で、この「ときがわカンパニー通信」を発行し、活動の様子を、
皆さんと共有できたらと考えています。どうぞよろしくお願いします。
（右の写真は、ときがわ町役場本庁舎前にある「ときがわ町起業支援施設 ioffice」です。）

はじめに

比企起業大学・比企起業大学大学院 卒業生インタビューvol.１３
比企起業大学２１秋 畑 寿子さん

2017年にスタートした比企起業塾。その後、比企起業大学・大学院へと進化を遂げ、卒業生は50名となりました。このコーナーで
は、卒業生の声とその後の活動内容をお届けします。今回は、比企起業大学22春期の畑寿子さんです。

−なぜ比企起業大学に入ろうと思ったのですか？
実家の家業を手伝うこととなった時、全然経営について知ら

ないことを痛感して……。そこで、会社の経営について基礎を
学びたいと思い入学しました。

家事や塾の送迎、介護など家のことをしながらの、受講は正
直きつかったですね。中でも課題本の読書は、時間のない中
で、自分でもよく頑張ったと思います(笑)。あっ、でも総長関↗

−自己紹介をお願いします！

比企起業大学２２秋「卒業式」を実施しました。
 2023年3月5日（日）11時～14時＠ノリコさんの古民家（渡部製作所 ときがわ支部）で、比企起業大学22秋「卒業式」を実施しま

した。

卒業生の皆さん
●宮崎さん（個人で空調等工事）
●向井さん（比企で太鼓教室）
●大塚さん（ときがわ町で農業体験）
●根岸さん（鳩山町で農業。ゴマ商品）
●可沼さん（アウトドアナースマン。障がい者向けキャンプ）
●浅沼さん（嵐山町でお花屋さんや教室）
●安田さん（やりたいこと模索中）
卒業生の声
「ここに入って、繋がりができて、良かった。今後も先輩、後輩のつながりを維
持していきたい」
「人のことまで考えて、自分に当てはめたらどうなるだろうと考えるようになりま
した」
「声をかけて導いてもらえた。比企起業大学というありがたい場があるので、
卒業後も皆さんと盛り上げていきたい。」

比企起業大学大学院第６期活動報告会を開催しました。
2023年3月11日（土）10時～15時、比企起業大学大学院 第6期「活動報告会」を開催しました。半年間、比企起業大学大学院

生として自身の事業と向き合ってきた2人の学生の報告会です。
会場は、鳩山町にあるふれあいセンター。当日は、比企起業大学の卒業生や関係者のほか、國學院大学経営学部辻ゼミの学

生さんも来てくださり、2人の発表に対して活発な質問や意見交換を行うことができました。発表終了後は、一粒の麦さん（鳩山町）
のお弁当を食べながら、ワークショップを学生が主催。若者と地域の起業家が混じり合うとてもよい時間となりました！

−今後は、どのような活動をしていきたいですか？
引き続き実家の蔵の活用方法を考え、行動に移していきたい

です。現在、定期的に蔵の前で、キッチンカー出店をして頂い
ています。また、3月には、「倉マルシェ」というイベントを初めて
開催しました。

今後も、貸しスペースやコミュニティスペースとして、地域の
皆さんが交流できる温かい場所にしたいと考えています。

畑さんの蔵（東松山市）についてのお問い合わせは、
Instagram(@kura_mohachi108)から！→

よしきさん（比企起業大学21秋卒）ずこちさん（比企起業大学22春卒）

＜プロフィール＞
・18年間の教職経験。
・22年4月独立。
・特別支援学級の経験をもとに、
障がい者雇用など企業支援事
業。

＜プロフィール＞
・埼玉に10年居住。元塾講師（算
数、数学）。乳がん経験。
・社会からドロップアウトした人が、
復帰する過程を示したい。
・お店をしている人のSNS集客支
援。

−東松山市の蔵を使ってみませんか？
この蔵を使ってみませんか？まだま

だ、私も活用方法を模索中。皆さんと
一緒によりよい場所にしていきたいで
す！

生まれも育ちも、東松山市です。実家
は、創業109年の商店。現在は、種苗屋
ですが、創業当初は、砂糖と塩の量り売
りをしていたそうです。

ゴルフのプロを目指していた父親の影
響で、私も中学校からゴルフを始めまし
た。高校進学後、ゴルフ部に入部しよう
とするも、当時ゴルフ部は男子しか入れ
なくて……。なんとか2年生から入部させ
てもらえましたが、やっぱり女子1人でし

開式の言葉の後、「学歌」として、菅沼さんの「ランチェスターの歌」を、皆で
斉唱。先輩からの祝辞の後、卒業証書授与式を行いました。卒業証書のデ
ザインは、比企起業大学大学院4期生のさおりさん、和紙はときがわ町の谷
野さんが漉いて下さった特別なものです！

皆さん、半年間本当にお疲れ様でした！比企起業大学22秋は一旦終わり
ますが、「小さく始めて、大きくせずに、長く続ける」起業の旅は、これからが
本番です。共に進んでいきましょう！

＜発表内容＞
・埼玉に移住してきた時、SNSには知り合いはたくさんいるの
に、リアルにはいなかった。
・比企起業大学及び大学院に入学して、たくさんの素敵な出
会いと時間を頂いた。
・起業って最初の一歩が大変。続けることはもっと大変。
・起業はチームプレイ！
・比企起業大学「おうち起業部」を開講。

＜発表内容＞
・特別支援学校では、「人間の可能性」「新たな価値観」を教
わり、「就労の難しさ」「社会の壁」を実感した。
・独立して自分に必要なのは「営業」だと考え、入学。関根さん
からの愛のある叱咤激励。
・某大手企業のDEI研修受注、新規アポ獲得、出版社契約等
の成果。
・今後は、DEI研修（障害領域）でNo.1を目指す。

−比企起業大学に入ってよかったことは？

たね。その後、練習を重ね、関東大会にも出場！つらいことや
大変なこともありましたが、ゴルフを通して成長させてもらったよ
うな気がします。

卒業後も、近隣のゴルフクラブに就職し、ゴルフと身近な環境
で働いていました。そこでは、様々な会社の社長さんや有名人
の方もお客様として来場され、多くの社会勉強をさせてもらいま
した。そんな充実した社会人生活を送る中、祖母が病気になり
介護をしなくてはならなくなってしまって……。働きながらの介
護はとても大変でした。

祖母が亡くなってからは、会社も退職し、実家の家業を手
伝っていました。28歳の時に、ときがわ町でドアを製作している
木工所の方と結婚。その工場で事務として働くようになりまし
た。その後、義父母の介護も経て、更に高齢となった実父母の
代わりに種苗屋の経営も手伝うように。子育てもしていたので、
毎日が本当に忙しく、睡眠時間も削ってなんとかこなす日々で
した。

家業を手伝うことになってから、徐々にお店や倉庫として利用
していた石蔵の活用について考えるようになりました。現在は、
様々な方のサポートを得ながら、石蔵の利活用を考え、アク
ションを起こしている最中です。

根さんと講師風間さんが書かれた本は、知り合いがたくさん紹
介されているのもあって、ワクワクしながら読めました！もう3〜
4回は読んでいると思います。

仲間ができたことですね。もうこれ
につきます。講師の方や先輩、後
輩たち。いろんな分野で活躍して
いる方々がいで、そんな方々が行
動している姿を見ると「自分も頑張
ろう！」という気持ちになれました。

同期の方々にも、分からないこと

を教えてもらったり、助けてもらったり…。本当にありがたかった
です。

ずこちさん、よしきさん。半年間、本当にお疲れ様でした！地域の起業家として、共に学びながら事業
を展開していきましょう！応援しています！



ときがわカンパニー代表
関根雅泰のLINE@です。

もしよかったら、
友達登録をお願いします。

最後まで読んでくださり、ありがとうございました。
次は第61号で活動を報告します。お楽しみに！ (編集：トキノキオク舎 風間ユカ)

おわりに

◎ときがわ町起業支援施設 iofficeでの「有料起業相談」のお申込みについて
「ときがわカンパニー」のブログに、「代表 関根の大まかなスケジュール」が出ていますので、そちらを確認の上、
「フォーム」からお申し込みください。（1回 約1時間 3,300円。 比企起業大学・大学院 関係者は、1回1,100円）

24時間、365日 いつでもお問合せ可能です。

2022年11月から、風間さん、ずこちさん（比企起業大学大学院6期生）に助言を頂きながら、「本屋ときがわ町 v.2」構想を考え
ています。2019年4月から、2022年12月まで、毎月1回開催し、45回目となりました。2023年1月からは「本屋ときがわ町 v.2」として、
本屋ときがわ町をリニューアル！

トキノキオク舎通信vol.10
トキノキオク旅「ときがわ町桃木編」と「小川町路地裏編」

を開催しました！

「本屋ときがわ町」の「これまで」と「これから」

【イベント情報】
第４９回「本屋ときがわ町」を開催します！
日時：2023年4月16日（日）10時～15時
場所：起業支援施設ioffice（ときがわ町役場本庁舎前）

毎月第３日曜日は、「本屋ときがわ町」！
・出店者も、募集中！（出店料1日1,100円 比企起業大学関係者1日550円）
・気軽に、本屋のみ見に来て下さることも可能です。
・イベント参加の場合は、別途、参加費が必要になります。

比企起業大学 特別講座「学習する地域」を開講しました。
2023年3月8日（水）20時～21時30分、比企起業大学 特別講座『「学習学」の本間正人先生と考える！「学習する地域」であり続

けるために～比企起業大学の挑戦』を開講しました。

本屋ときがわ町の
詳細はコチラ

↓

こんにちは！比企起業大学大学院3期卒の風間ユカです。トキノキオク舎として、民俗学を通し、比企地域に残
る小さな伝統行事や風習を、楽しく、分かりやすく、伝える活動を展開中！
2月と3月の第3木曜日に、トキノキオク旅を開催しました。 2月は、ときがわ町桃木を、3月は、小川町路地裏

をご案内しました。

（トキノキオク舎 風間ユカ）

2023年3月19日（日）第48回「本屋ときがわ町」を開催しました。お子さんや学生さん、大人が集い、意見を交換し、交流する良
い時間と場になりました。

第４８回「本屋ときがわ町」を開催しました。

●「自分に合ったSNSを見つけよう SNS大全」比企起業大学お
うち起業部 講師ずこちさん

比企起業大学大学院を卒業したばかりの、ずこちさんがリアル
とオンラインで「自分に合ったSNSを見つけよう SNS大全」講座
を開催してくださいました。ミニ起業家が集う本屋ときがわ町。そ
れぞれの事業にあったSNSは何なのか？その知識やノウハウを
分かりやすく楽しく教えて頂きました！

●「本屋ときがわ町」に来てくれた人をご紹介！
・Sherpaの努さん（比企起業大学23春入学予定）：ずこちさんの
講座に参加してくださいました！
・リエさん（比企起業大学21春、大学院5期生）：オンラインで講
座に参加！
・久保田ナオさん（比企起業大学大学院1期生）：赤ちゃんと一
緒に講座に参加してくれました！カワイイ！
・ドレーパー愛さん（比企起業大学大学院3期生）：講座に参
加！飼っている子ヤギさんの里親を募集中だそうです！
・鈴木さん（ホースケアガーデン）、岡野さん（ときがわ町）：学生
の発表を聞きに来てくださいました！
・Miさん（小川町）：いつも子どもを見てくださり、ありがとうござい
ます！
・金井さん（比企地域に移住検討中）：しるし士本を2冊買ってく
ださいました！筑坂高の発表も。
・Fさん（比企起業大学23春に入学予定）：「楽しかったので、長
居してしまいました」とのこと。嬉しいコメントです！
・ラゴムカフェはるなさん＠ときがわ町：いつもありがとうございま
す！みもざの立花さんとはお友達だそうです。

トキノキオク舎
Instagram

（@tokinokiokusha)

Version2として、以下をバージョンアップ！
・より「ミニ起業家が集う場」になる！
・毎回、最大6名の「ミニ起業家」が出店。
・出店内容は、本にこだわらず色々（飲食、物販、イベント、ワークショップ等）OK。
・比企起業大学のアラムナイ（卒業生）達のテストマーケティングの場としても活用。
・いずれは「地域でミニ起業したい人（プレ起業家）」たちに、お客さんとして、参加してもらう。
・その人たちには「FBグループ」にも参加してもらい、オンラインでのつながりを保つ。
・いずれは地域でミニ起業したい「プレ起業家」と、既に地域で活動している「先輩ミニ起業家」
が、集える場にしたい。
＝＝＝
詳細は、風間さんが作ってくれた「本屋ときがわ町」ＦＢグループ内で、共有していきます。
Version2を共に作って下さる方々のご参加をお待ちしています！

本屋ときがわ町
Facebookグループ

●出店者紹介
（１）キッチンコロ和の山本さん＠ときがわ町（初出店！）
（２）みもざの立花さん＠川口市
（３）雑本のFull本屋＆トキノキオク舎 風間夫妻＠坂戸市
（４）本屋ときがわ町 ioffice店

●筑波大附属坂戸高校学生による『農業研究』ときがわ馬ふん
堆肥研究発表

筑坂高校の学生さん8名が、ときがわ町にある養老牧場である
ときがわホースケアガーデンの馬ふん堆肥を使った研究活動の
発表をしてくださいました。写真がグラフを使った、アカデミック
な発表は、高校生とは思えないほどのクオリティ。私も、生徒さ
んからフレッシュな刺激をもらいました。

まず、学習する地域の定義を共通認識としておさえてから、過去から現
在、そして未来における「学習する地域」についての講義と意見交換を行
いました。

過去においては、ときがわ町ににある慈光寺が、「西の延暦寺、東の慈
光寺」と呼ばれるくらい、歴史的にいかに重要な場所だったか、更には日
本農士学校や安岡正篤先生についてを学び、過去からどう学ぶのかを意
見交換。また、現在においては、比企起業大学・大学院についての話の
後、「学習する個人」であり続けるには、どうしたらよいかを議論し合いまし
た。

そして、未来についても僭越ながら私の意見を熱く語らせいただきまし
た！「学習する地域」であり続けるために必要なのは、箱（建物）と本（内
容）、人（旗手、仲間）が必要と考えております。講座の詳しい内容につき
ましては、比企起業大学のホームページにてまとめてありますので、ご興
味をお持ちの方は下記アドレスまでお願いします。

本間先生、参加者の皆様ありがとうございました！

比企起業大学ホームページ
https://hiki-kigyo-college.com

両日とも、3名の参加者様をガイドブックには載っていない
ディープなスポットにご案内。石塔や風習について書かれたオリ
ジナルの穴埋め式しおりを片手に、書き込みながらお散歩しても
らいました。「車だと絶対に来ない～」「実家の方では、こんな
風習があるよ」など、参加者様とのトークも楽しみの一つです。2
時間くらいの旅の後は、ランチをしながら感想などの振り返り。
学びのある気軽なお出かけとなっております。


